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兼
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概
念
上
の
論
理
的
遊
戯
を
藤
ふ
る
所
多
か
り
し
経
済
学
の
研
究
的
精
細
方

法
及
び
機
構
を
改
造
す
J,(
-
其
鹿
に
猫
逸
新
歴
史
派
の
其
れ
も
て
接
ぎ
木
せ
ん
乙
己
を
期
せ
る
.fJ
共
に
他
方
'
鹿
骨

問
題
解
決
を
目
標
だ
し
て
薄
紫
よ
り
湛
み
て
市
井
の
問
に
立
ち
出
で
で
賓
際
政
治
に
戯
替
せ
ん
だ
し
て
創
設
せ
ら
れ

た
る
猫
逸
の
離
合
政
策
畢
禽

V
erein
ftir
Soziai
P
otitik
の
括
敬
に
よ
っ
て
強
-
刺
激
せ
ら
れ
光
る
来
観
経
絡
革
着

服
悉
ぐ
起
っ
て

一
八
八
五
年
秋
t
E
ly.
望

rb
er蒜

･

A
da日
S'
J
am
es.
S
eligm
an
ら
を
助
産
婦
w
L
.
-｢
米
陶
経
済
畢



倉
L
A
m

e

rican
E
co葛
nlic
A
ss.ciati.n
を
創
設
せ
る
の
で
あ
っ
允
が
'
か
が
ア
ダ
ム
ス
は
t
pJ
の
構
成
あ
る
畢
骨
砂

禽
長
だ
し
て
.
夫
の
爵
人
の
鬼
で
以
っ
て
米
国
最
大
の
解
欝
畢
理
論
家
だ
覆
す
計

hn
BaiLeSCiark
に
次
い
で
'
選

ま
れ
允
の
で
あ
る
｡
れ
而
し
て
斯
か
る
僚
友
問
に
得
た
る
撃
望
の
由
凍
rJ
を
は
､
其
の
秀
で
た
る
人
格
の
カ
は
合
さ
'

右
の
審
鱗
率
に
於
け
る
魔
女
作

山
容
に
展
開
せ
ら
れ
た
る
猶
別
的
思
索
研
究
が
多

き
に
居
っ
た
の
だ
芭
像

へ
ら
れ

る
｡

ヽ
ヽ

し
か
し
其
れ
に
も
増
し
て
民
が
斯
畢
界
に
貫
威
せ
る
も
の
は
'
次
い
で
添
刊
せ
ら
れ
た
る
よ
-
包
括
的
系
統
的
組

織
的
寄
る
財
政
畢
書
'『
財
政
撃
』
二

八
九
人
奪
)
に
外
な
ら
ぬ
'
綻
び
某
が
弼
p
倣
'
備
に
て
は
夙
に
呼
ば
れ
た
る

名
稀

｢
財
改
革
L
t
F
in
ar]Zwi
sBen
SC.nafbt
la
scien
ce
d
es
a
｡
an
CeBt
s
cien
za
d
e

lle
fin
ar)ze
の
意
想
を
希
っ
て
英
米

同
種
書
中
始
め

て
｢
財
攻
撃
L

S
cience
of
F
in
ance
で
ふ
題
名
を
冠
せ
し
め
ら
れ
光
れ
叉
た
其
の
酷
系
が
砂
な
か
ら

す
燭
逸
同
種
撃
番
の
其
れ
に
暗
示
せ
ら
れ
た
る
迩
rJ
を
あ
れ
'
を
は
確
た
き
撃
的
信
念
を
賞
約
-
に
仝
-
専
ら
濁
声

在
る
米
国
的
精
紳
意
束
及
び
要
望
を
織
込
ん
で
ゐ
る
o

｢
賓
に
彼
れ
の
財
政
軍
書
は
最
も
探
-
優
れ
光
る
研
究
思
索

の
緯
晶
在
h
L
竺
富
へ
る
後
だ
に
て
p
盟
友

S
elig
m
an
は
'
｢
が
'

1
時
代
･3
前
に
書
か
れ
た
も
の
故
え
今
は
稽
-

時
代
鎧
-
れ
ビ
在
っ
て
ゐ
る
け
れ
や
も
p
基
は
常
年
俸
太
在
る
拳
的
開
拓
者
で
あ
っ
た
O
而
し
て
若
し
横
倉
だ
時
間

除
幕
だ
が
輿
へ
ら
れ
而
L
y
精
力
注
意
が
各
種
の
政
府
爵
典
の
仕
事
の
ガ
め
に
命
数
せ
ら
れ
在
か
つ
溌
な
ら
ば
'
放

ヽ
ヽ

れ
は
必
ず
や
党
づ
其
の
選
ま
れ
た
る
財
政
畢
田
に
よ
り
琵
-
鍋
.i

.役
し
た
に
相
異
在
S
o
近
か
-
談
合
-
其
の
著
述

上
の
計
童
に
及
.,(
る
だ
さ
'
後
れ
は
宛
が
ら
畢
兜
的
輝
男
に
唱

へ
ぐ
壮
年
者
の
か
-
に
其
の

『
財
政
軍
』
を
央
S
に

泰
新
改
稿
す
べ
き
意
国
の
熟
せ
る
乙
だ
を
物
語
り
允
の
で
あ
っ
て
.
か
-
て
放
れ
は
'
俗
務
穐
払
蜜
-
ど
も
曾
っ
て

(

第
三
十
四
番

(四
四
五
)
研

究

H
.C
.A
o.am
s
の
衆
人
'
菜
境
と
釆
固
財
政
嬰
文
献
考

第
三
戟

】0
､1



第
三
十
四
魯

(
四
日
六
)

研

究

声
C.
A
dams
の
食
入
､
菓
超
と
光
鯛
財
政
聾
文
戯
寄

席
三
既

一
〇
二

攻
拳
的
精
進
の
意
気
を
央
は
す
又
た
曾
っ
て
財
政
挙
上
の
問
題
に
輿
鍵
を
喪
へ
る
乙
七
夜
-
'
却
っ
て
竣
近
赴
骨
的

経
済
的
思
潮
動
揺
の
時
に
際
し
財
政
的
諸
問
題
乙
を
は
時
勢
輿
論
の
潮
を
険
患
有
ら
し
め
つ
つ
あ
る

1
因
た
る
観
民

所
得
分
配
丘
の
不
曹
不
正
を
匡
正
す
べ
き
国
家
改
発
.yJ
L
で
も
葛
に
幾
倍
せ
る
霊
夢
等
を
加
へ
た
も
の
だ
と
確
信
し

て
ゐ
允
の
で
あ
る
0｣
蓋

冒

蹟
つ
け
･
而
し

て飯
が
往
年
天
才
的
に
速
か
に
戚
就
到
畝
し
蒸
れ
る
棟
成
者
光
る
の
地

位
を
ば
拳
闘
的
に
終
始
す
る
rJ
だ
能
は
ぎ
ら
し
を
愛
惜
ん
で
ゐ
る
o
Gq̂

大
濃
に
於
s
y
筆
者
は
右
の
セ
タ
グ
マ
ン
の
評
語
に
同
す
る
｡
が
'
私
見
を
も
っ
て
す
れ
ば
.
そ
が
時
代
彼
-
れ

た
る
事
は
'
▲綻
払
内
容
の
｣

々
に
就
S
七
は
異
質
で
あ
ら
う
だ
も
'
金
鰻
E
L
で
は
殊
に
理
論
及
び
政
策
の
精
細
に

至
っ
て
は
今
日
問
は
薯
の
如
-
に
確
執
L
I･)J

ゐ
る
}J
倍
ず
る
｡

殊
に
組
織
的
財
政
拳
書
に
乏
し
き
来
園
に
あ
つ
て
は

漁
ね
七
よ
り
其
の
八
白
か
ら
よ
り
筆
者
数
々
薙
-
所
あ
-
し
夫
の
セ
リ
グ
マ
ン
自
か
ら
の
系
統
的
財
政
拳
が
負
け
に

せ
ら
る
＼
ま
で
は
'
綻
び
今
の
隆
ま
の
形
ち
に
で
も
'
児
の
ア
ダ
ム
ス
『
財
政
拳
』
は
'
例

へ
ば
か
の

P
teh
n
の
『
財

政
畢
綱
領
』
覆
せ
己
は
別
筒
の
意
塊
に
於
い
Y
.
換
言
す
れ
ば
其
の
適
作
の
標
語
ビ
L
y

D
unoyer
の
謂
ゆ
る
｢予

は
命
令
せ
ず
叉
た
提
唱
せ
ず
唯
だ
説
明
す
る
の
み
L
を
掲
げ
て
純
教
科
書
允
る
乙
yJ
を
主
目
的
だ
せ
る
同
上
書
亡
は

別
異
の
意
暁
に
於
い
て

引

存
在
理
由
¥
双
-
維
持
す
る
で
あ
ら
う
ご
恩
ふ
oJ
右
横
に
隷
新
し
凍
れ
る
同
書
の
拳
的

地
位
乃
至
慣
億
を
窺
ふ
べ
-
'
試
み
に
聾
者
私
減

す
る
来
園
類
書
を
左
に
瞥
見
す
る
の
も
強
が
ち
無
用
で
は
な
5,普

あ
ら
う
rJ

C
ohr))
G
I
T

he
Sc
ie

nc2
0f
F
inan
c
e･T
ran
s･

by
V
eblen･

Chieago,
18
9
･5
･

A
dam
s.
E
.
Cl.-

TheScience
of
Fi
nan
ce.
N
ew
Y
ork,1
898一



I)a
n
ielB,
W

.
M
.I
T
he
E
le
m
ents
of
P
ublic
F
in
a
n
c
e.
N
ew

Y
ork.
1899.

P
leh
n,
G
･C
1
introducti.I･
t
O
P
u
b
tic
F
ina13Ce･
N
ew
Y
or打,
)9)6
(T
h
ira
芦

)
;
1
9
{20

竃

ourth
e(3.).

i)
o･I
Go
verru
n
en
t
慧
n
a
n
ce
in
the
U
t〕ite
d
S
tateg･
Chica
g
o
,

19
1㌢

H
u
n
te
r.
A
,T
.
H
.I
O
utllin
es
o
f
P

u
b
lic
F
in
a
n
c
e.
N
ew
Y
o1･k
192
1･

B
uttoG吋
.
G
.
J
;
貪
d
ito
r
)I
Ptead
in
g
s
in

P
u
b
lic
F
inance,B
osb
nや
Seeond
ed,

東

浦

%

A
dam
s,
H
.
a
.-
P
u
btic
D

eb
訂
.

N
ew
Y

ork
.
)
8
8
9
,

S
etigrnanf
F
Jd
wi
n
如
･
A
.-
E
ssays
in
qlaxat
ion
･N
e
w

Y
ork,
)92
1

(N
].nth
ed
･)

D
o.I
P
rogressi
v

e

Taxation
･
hJew
Y
olk,
1894･

D
o
.I
T
he
Sh
iftin
g
a
n
d
l
n
cid
en
Ce
O
f

T
axation
･
1909
(Th
ird
e
d

.)

D
o.I
T
be
Incom
e
T
買
.
N
ew
Y

orTf,
)913,

W
et18.
D
avid
A
卜
T
beory
and
P
ractice
o
f
T
ax
a
こ
or]･
N

ew
Y
ork.
190/Ll･

ft
e
n
n
aロ
,
a

lt
･I
IrlC()m
e
T
ax
a
tio
n
･
M

ethodSfa
n
d
l
tesu
l訂

in
v
a
rio
us
G
ountrIteS,
M
ilw
aukee
W
is･

19]
O
.

fla
ig
,
R

声

I
T
h
e
T
a
x
a
tio
n
o
f
E
x
oess
P
roperty
in
G
rea
t
B
litain▲
hTew
Y
orlr,
19{20.

F
ille
b
r
ow
n
.
C
.B
.-
T
he
A
B
C

o
f
T
a
x
a
tion
.
N
ew
Y
ork,
1909,

Do･-
T
a
x
a
tio
n
･

Chic
ag
o,
1

9
1
4
･

第
三
十
四
審

議

田
宮

研

究

H
.
C
,A
d
d′m
s
の
鳥
人
'
‥発
達
と
光
臨
財
政
聾
文
献
考

第
三
戟

一
〇
三



第
三
十
凶
巷

(四
四
八
)

研

究f･L
C
.
Ad
a
m
s
の
楚
人
､
発
振
と
米
幽
財
政
学
文
献
考

f
lo
lla

nder,J
･
H
･-
W
ar
B
o
rro
w
IT]g
･
B
a
ltim
ore,
19)9,

第
三
駿

)〇
四

*

節
.

米

栄

F

ord,
H
.
J

.I
T
h
e
C
ost
o
f
O
u
r

N
ation
a
l
G
overn
m
en
t.
N
ew
Y
ork,
i

910.

C
ottinS,P

W

･I
T
he
N
a
tio
n
a
t
B
u
dget
Syste
m
and
A
m
eric
an
F
in
an
ce･
N
ew
Y
or
k,
19
17
5

W
≡
o
ug
h
b
y
,
W
,
F
･
(Cb
i
e
f

E
ditor)-
T
he
System
o
f
F
ina,ncialA
d
己
=m
istration
of
G
reat
B
ritain
･N
e
w

Y

ork,
19
i?.

S
tourn],
R
6
n
6-
T
he
B
u
d
g
e
t･
T
ran
s
b
y

P
ta
Z
inski･
N
ew
Y

ork,
)9)7･

斗

米

:.tp

斗

A

B
u
d
g
et
･･P
1･eSid
e
n
tia
l

M
essage,
Sub
m
ittin
,,U
for

the
C
b
n
sid
era
tio
n
o
f
t
h
e

C
o
n
g
ress･
W

a

s

hin
g
to
n
J

D
.
C
1.
19)3.

A
nn
ua
t
R
ep
o
rt
o
f
the
S
ec
retary
o
f
t
he
T
reasury
o
n
the
S
tate
o
f
the
F
inan
c
etq･W
a
s
hiDgtOn
,
D
･
C1

A
n
n
u
a
lly
･

P
roceed
in
g
8
0
f
the
N
a
tion
a
t
T
a
x

A
ssociation
.
I
A

n
nualiy･
(P

ol･m
erly,
P
l･OCeed
in
g
S

of
the
S
監
e
T

a
x

Lh
so
cia
tio
ロ
.
A
n
n
u
a
tly･)

T
h
e
R
ep
orts
Of
th
e
S
e
v
era
l
States
T
ax
G
om
mi
ssio
rlS･-
Occa
sio
n
a
lly
･

右
は
'
釆
閥
に
て
刊
行
せ
ら
れ
た
財
政
上
の
帝
要
文
戯
を
侶
-
に

一
般
的
財
政
寧
'
租
税
及
び
盈
債
諭
'
漁
算
静

索
要
灸
私
研
究
報
告
の
四
類
に
静
か
ち
掲
げ
髭
も
の
で
あ
っ
て
t
か
の
歓
酬
大
戦
筏
其
の
緊
急
財
政
に
閣
聯
せ
る
も



の
'
:例
へ
ぼ
凋
E
･
L
･
B
og
art
の
三
種
の
戦
時
財
政
及
び
戦
塵
諭
だ
か
又
は

Setigm
an
'
An

d
erson
等
が
物
せ
る
襲

い
桁
論
文
亡
か
の
如

き
も
の
は
勿
論
省
略
し
允
O
加
之
'
本
文
の
今
ま
志
辞
す
所
は
輩
･,
右
の
第
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す
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富
在
わ
し
寮
寮
に
関
れ
る
rJ
だ
明
か
な
り
だ
雄
も
'
二
つ
に

は
北
欧
に
あ
も
て
は
其
の
夙
に
存
在
し
溌
る
官
房
畢
降
っ
て
開
家
畢
父
は
財
務
行
政
拳
等
が
必
然
的
に
財
政
畢
牌
系

中
に
取
り
入
れ
ら
れ
允
る
に
射
し
米
国
に
あ
つ
て
は
鎧
に
財
孜
畢
固
有
の
単
四
の
｢

部
は
駐
韓
革
に
叉
光
政
脅
拳
に

取
り
去
ら
れ
夏
に
歳
出
及
び
預
麓
論
は
政
治
撃
の

山
部
分
だ
し
て
講
究
せ
ら
る
1
の
風
を
な
し
光
る
に
基
づ
-
'
而

し
て
其
の
刺
せ

n
れ
煎
る
領
域
だ
し
て
夷
の
租
税
論
だ
骨
が
研
究
的
卓
過
た
れ
る
に
基
因
す
る
も
の
だ
ビ
恩

ふ
Q
か

-
し
て
d

e
l
ig

m
an
が
骨
つ
tで

『
租
税
諭
の
泉
沢
文
献
』
で
ふ

7
祭
を
葦
せ
る
に
労
っ
て
7g
'引

一
八
八
五
乃
至

1

九

〇
〇
年
の
長
m
J期
間
に
克
ち
飽
か
に
ア
ダ
ム
ス
及
び
ウ

ェ

ル

ズ
の
著
作
せ
る
二
書
を
物
色
し
得
る
に
過
ぎ
き

ら

し

が
如
き
の
拳
界
的
状
態
堅
ポ
す
に
守
れ
る
も
の
琴
巳
思
ふ
O

然
る
に
叢
に

一
九

e
O
年
安
ろ
を
期
だ
し
て
'
鐸
簡
単

よ
ね
出
鎗
し
て
熊
野
拳
に
到
達
す
べ
き
財
改
革
の
系
覇
的
新
組
純
を
夢
額
す
る
の
械
蓬
盛
ん
に
お
rJ
る
｡
即
は
ち
固

第
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第
三
十
四
巷

(四
五
〇
)
研

究
,
U
･C
･A

dams
の
鳥
人
'
米
鏡
と
淡
組
財
政
聾
文
戯
考

第
三
親

一〇
六

家
の
財
政
的
活
敬
の
凍
張
'
州
以
下
各
象
共
囲
酷
の
文
化
的
施
設
盛
行
に
よ
る
贋
嚢
の
膨
脹
'
聯
邦
及
び
州
間
に
於

け
る
毘
鎗
錯
雑
せ
る
各
種
磯
目
の
整
理
'
視
程
に
依
る
の
課
税
蓬
髄
の
食
理
的
改
暦
'
而
し
て
資
本
重
義
益
々
欄
熟

し
凍
る
E
rJ
ろ
開
民
所
得
分
配
に
干
渉
す
る
所
あ
ら
ん
だ
す
る
赦
禽
改
発
的
立
法
等
の
必
要
等
が
綜
倉
し
て
刺
戟
せ

る
所
の
も
の
で
あ
っ

て'
斯
-
て

!
敬
的
財
政
論
研
究
も
妙
在
か
ら
や
促
進
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
｡

け
れ
皆
も
是
れ
ら
財
政
文
殿
の
質
む
省
察
す
る
.,j
き
'
其
の
数
量
上
の
比
較
に
も
増
し
て
猫
偶
等
の
其
れ
よ
り
も

劣
れ
る
こ
じ
を
兄
い
だ
す
O

発
づ
既
述
せ
る
が
如
-
純
蹄
化
は
な
さ
ざ
る
も
米
頭
に
て
7g
最
も
歓
迎
せ
ら
れ
た

る

t3astabte
の
名
著

『
財
政
論
』
を
瞥
見
す
る
O
氏
の
粗
耽
諭
上
の
特
色
は
､
直
接
税
を
強
調
せ
る
所
に
あ
う
'
而
し

て
直
税
殊
に
所
得
税
に
於
け
る
累
進
重
義
主
薬
の
根
接
だ
し
て
,/,,
〝

の
率
等
犠
牲
説

d
oc邑
n
e
of
equal
sacria
ce

の
短
を
補
ふ
べ
-
或
る
程
度
ま
で
は
負
捺
簡
力
説

doctrin
e
.
f
ab
iiity
を
取
り
入
れ
以
っ
て
租
税
理
論
上
の
新
思

潮
計
毒

せ
る
朗
に
あ
る
O
が
'
綜
ず
る
に
同
書
は
姑
ら
-
セ
リ
グ
マ
ン
の
評
語
を
潜
れ
ば
'
畢
克
す
る
に

.
･･三
････

≡
.th
a
t
it
wi
it
n
ot
b
e
fou
n
d
w
h
olly
satie'factory
for
th
e
A
iYlerica
n
S
tu
d
en
t.
W
e
m
u
sか.tto
w
ev
eJr,
rem
em
ber

th
a二
七
.w
a
s

w
r
itte
n

p
li
m
a
r
5
7
y

f
o

r
E
コglish
m
en,
"
な
の
で
あ
る
｡句

次
い
で
ア
ダ
ム
ス
名
著
は
之
を
後
亡
へ
勉

は
し

て
D
an
ie釘
の
小
潤
子
に
移
つ
る
.

同
書
は
其
の
題
名
の
示
す
如
-

r
入
門
書
で
は
あ
る
が
'
同
時
に
著

し
き

特
散
が
少
在
-
ビ
杢

二
つ
は
あ
る
'

1
つ
は
緒
論
に
於
い
て
筒
人
経
済
'
綜
倉
寝
酒

(観
民
経
済
)
及
び
図
家
経
済

へ財
政
)問
に
存
す
る
関
係
を
可
覆
り
徹
底
的
に
諭
せ
る
も
の
で
あ
-
.
而
し
て

他
は
最
終
篇
に
て
財
政
行
政
ビ
金
融

市
場
詩
作
閉
ざ
の
微
妙
密
接
在
る
相
互
閥
係
を
賓
際
的
に
描
き
だ
せ
る
も
の
で
あ
る
O
次
い
で
P
te
h
n

が
'
最
新
の

且
つ
絶
え
ず
訂
正
し
凍
れ
る
豊
富
在
る
資
料
を
巧
み
に
使
髄
し
っ
＼
滴
数
有
る
表
現
及
び
明
噺
在
る
解
説
振
h
鶴
て



小
版
五
首
頁
の

一
冊
子
中
に
'
凡
を

一
般
的
財
政
論
だ
し
て
期
待
し
要
望
せ
ら
る
ゝ
大
概
の
理
論
及
び
政
策
を
網
羅

し
た
る
其
の
鮮
や
か
在
る
著
述
家
だ
し
て
の
手
際
に
至
っ
て
は
健
か
に
多
数
讃
者
の
満
足
を
購
は
し
ひ
る
に
堪
ゆ

る
｡
発
つ
税
制

に就
い
V
は
､
同
国
税
制
史
上
最
も
重
要
在
る

1
穀
財
産
税

g
enepal
Fr.Perty
taX
を
詳
述
し

て

之
が
理
鞄
上
及
び
賓
際
上
の
敏
階
を
精
撃
せ
る
の
で
あ
る
が
'
氏
が
更
に
葦
み
て

山
腹
財
産
税
在
る
も
の
が

一
方

'

経
弘
に
高
名
覆
る
英
観
財
政
家
の
謂
ゆ
る

｡
a
great
eng
in
e
oご
he
E
in
g
's
revenue
"
光
る
英
開
式
の
所
得
疎

(正
確
に
云
へ
ば
之
は
極
め
て
包
括
的
な
る

p
rOPerty
ana
in
com
e
tax
だ
看
億
n
る
べ
き
も
の
で
あ
る
)
に
分
促

し
進
展
し
凍
る
べ
き
79
の
在
る
を
論
断
す
る
W
共
に
他
方
'
枕
近
事
賓
上
同
園
に
街
は
る
1
に
至
れ
る
所
得
税
'
法

人
所
得
敬
及
び
相
薦
税
を
以
っ
て
し
+
.は
其
は
未
だ
偶
は

｢艶
邦
政
府
歳
入
上
の
偉
大
在
る
機
関
｣
允
る
能
は
ず

し

て
稔
か
に
｢
玩
具
の
機
関
車
｣
允
る
に
過
ぎ
き
る
革
を
喝
破
し
'
之
が
大
成
の
緊
急
覆
る
と
カ
課
せ
る
は
確
か
に

1
識

見
た
る
を
矢
は
沿
O
ま
た
氏
の
論
理
の
明
聯
ruは
t
か
の
来
観
歳
入
中
の
特
殊
種
田
た
る

｢
手
数
料
及
び
特
別
賦
課

金
L
F
ees
an
d
sp
ecial
assessrn
er･t
の
太
質
を
深
-
研
究
し
'
-

尤
7g,此
の
鮎
は
概
ね
数
授
セ
リ
グ
.
I,
ン
の
哉
種

論
文
中
に
示
さ
れ
允
も
の
だ
理
論
的
方
向
を
同
じ
う
し
て
ゐ
る
も
の
で
は
あ
る
が
'

1
-
而
し
て
其
れ
に
基
づ
S
で

｢
来
園
囲
勢
調
査
局
｣
瀬
豊
の
政
府
歳
入
の
分
類
を
批
判
し
で
ゐ
る
箇
所
に
最
も
党
か
ら
開
い
て
ゐ
る
亡

が
'
財
政
車

上
の
若
干
理
論
例

へ
ば
直
接
税
累
進
課
税
の
根
接
ま
し
て
の
負
塘
駿
力
説

Facult.v
th
eory
の
浮
き
方
や
租
税
韓

嫁
に
関
す
る
考

へ
方
や
は
p
札
を
セ
リ
グ
マ
ン
説
を
通
俗
化
せ
る
7g
の
に
す
ぎ
ざ
る
乙
W
を
見
S
だ
す
0

両
か
も
綜

じ
て
言
へ
ば
同
書
が
枚
近
来
固
財
政
書
中
の
白
眉
た
る
は
疑
ふ
の
鎗
地
在
-
t
か
の
ryft
ス
テ
ー
プ
ル

の
名
著
が
海
を

越
え
て
米
墜

弱
者
に
迎

へ
ら
れ
た
如
-
に
ブ
レ

イ
ン
の
同
番
が
亦
た
太
杓̀
洋
を
接
に
渡
っ
て
英
国
に
多
整

試
着
を
風

琴
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光
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第
三
十
田
巻

(四
五
二
)

研

究

H
.
C
.
A
d
a
m
s
の
偉
人
､
党
籍

と
米
国
財
政
撃
文
献
考

撃
工
戟

-〇
八

出
し
更
に
本
邦
讃
薄
鼎
に
救
迎
せ
ら
れ
て
ゐ
る
の
は
'
寧
決
し
て
偶
然
で
は
在
い
O
が
'
同
氏
の
新
著
覆
る
小
冊
子

『
来
観
財
政
』
に
至
っ
て
は
'
目
的
が
素
だ
通
俗
讃
物
光
る
を
期
せ
る
･iP
の
で
あ
る
か
ら
寧
ろ
常
怨
の
所
在
る
べ
し
だ

鰻
は
雄
も
'
唯
だ
誠
に
粗
束
在
も
の
だ
己
評
す
る
の
外
在

き
79
の
で
あ
る
'
終
り
に
最
近
刊
行
の

l
殿
的
財
政
翰
ビ
し

て
は

H

unterの
著

述
が
推

9Jbれ
る
べ
き
で
あ
ら
う
け
れ
燈
も
'
を
は
賓
に
百
科
僻
典
的
に
財
政
挙
上
既
に
何
人
か

に
依
っ
て
叉
た
何
人
に
も
依
っ

て論
述
せ
ら
れ
た
理
論
を
蒐
放
せ
る
も
の
で
あ
っ
て

其
の
編
別
'
説
明
の
仕
方
及

び
資
料
の
表
豊
に
就
S
て
幾
ら
か
の
新
鮮

n
が
発

へ
る
宝

器
ふ
外
に
は
'
取
-
允
で
～
言
ふ
べ
き
は
i
)
の
も
の
が
見

S
だ
さ
れ
な
い
O
の
み
な
ら
ず
､
所
論
所
説
に
確
た
る
著
者
自
身
三
試
ふ
79
の
が
示
n
れ
tt
'ゐ
な
い
萄
め
で
あ
ら
う

か
t
や
-
}J
も
聾
者
は
其
の

山
語
過
を
も
っ
て
し
て
は
何
屯
の
を
も
軽
妙
な
S
や
う
在
束
n

へ
79
戚
じ
た
rJ
}J
を
否

在
む
謬
け
に
は
行
か
宣
S
√)

1
)

H
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n
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E
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豆
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ひ

す
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論
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ふ
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四

か
-
鼠
蕊
し
凍
っ
て
吾
が
筆
は
徐
ろ
に
'
三
十
年
前
ア
ダ
ム
ス
の
塵
出
せ
る
財
政
寧

1
番
の
今
日
斯
畢
界
に
古
ひ

る
地
位
の
考
察
に
進
み
入
る
の
竿
の
る
が
'
聾
者
は
先
づ
重
ね
て
英
が
其
の
古

き
を
以
っ
て
し
て
偶
は
生
動
し
っ
＼

あ
る
乙
}J
を
断
ず
る
の
で
あ
る
｡
勿
論
'
蹄
流
る
れ
ば
星
移
-
物
療
は
る
t
A
iies
fiiemst,ist
in
steter

Verandertlng
!

-
IIerak
leit.S.該
鷺
倖
空
偽
調
諭
乎
せ
ら
れ
た
税
制
'
組
織
'
運
用
等
が
今
ま
白
の
づ
か
ら
標
的
を
矢
か
蝕
だ諭
等
の

所
だ
牝
了
せ
る
も
の
も
豪
ど
よ
ち
砂
覆
し
ど
は
し
覆
い
O
さ
れ
ば
蓑
に
同
著
作
が
生
き
て
躍
動
す
る
竺
1A
ふ
の
は
'

言
ふ
ま
で
も
を
-
.
其
の
主
義
ま
毅
の
精
紳
其
の
論
理
論
策
の
根
基
を
指
す
の
で
あ
っ
て
其
の
紙
上
に
展
開
せ
ら
れ

て
ゐ
る
事
賞
在
り
細
目
だ･iり
に
就
い
て
云
虜
す
る
も
の
で
は
覆
い
O

右
横
在
る
観
方
を
宣
明
し
凍
る
と
き
吾
が
批
判
の
目
標
が
著
者
の
抱
い
て
ゐ
た
財
政
畢
同
政
策
上
の
主
恩
潮
で
あ

っ
て
論
議
叙
述
の
連

山
に
封
す
る
評
債
に
は
存
し
な
い
乙
1J
は
自
明
の
所
だ
在
っ
て
-
る
｡
が
'
尚
書
内
容
細
目
の

批
評
に
至
っ
て
は
今
ま
筆
者
を
侯
つ
ま
で
も
在
-
党
費
セ
リ
グ
マ
ン
が
既
に
二
十
餅
年
前
頗
る
倍
数
す
べ
き
も
の
を

負
け
に
し
て
ゐ
る
の
で
あ
っ

て'
筆
者
今
日
の
所
見
も
て
す
る
も
雷
年
右
評
者
が
大
瓶
十
数
頁
を
割
け
る
其
の
評
語

に
差
し
加
ふ
る
べ
き
何
物
数
も
準
備
し
て
ゐ
有
い
｡=

や
.
姑
ら
-
セ
教
授
批
評
の
速
だ
け
を
低
桐
し
て
み
や
う
｡

氏
は

一
つ
に
は
政
の
ア
ダ
ム
ス
名
著
の
編
別
が
緒
論
に
次
げ
る
第

一
部
を
歳
粥
諭
だ
し
第
二
部
を
歳
入
論
だ
な
せ
る

と
共
に
理
論
及
び
貰
際
上
歳
出
入
饗
方
に
跨
が
れ
る
線
算
論
を
第

l
部
中
に
配
常
叙
過
せ
る
を
難
じ
｡
二
つ
に
は
歳

入
を
大
別
し
て
蔽
接
的
'
韓
殊
的
及
び
操
想
的
だ
覆
せ
る
の
不
安
欝
な
る
を
指
摘
し
Q
ご
ろ

に
は
歳
出
を
分
別
す
る

第
三
十
B
l食
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五
三
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研

究

H
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A

d
a
m
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の
鳥
人
､
発
給
と
救
国
財
政
学
文
献
考
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第
三
十
四
魯

(四
五
甲

研

究

H
,
C
･
A
d
a
m
s
の
食
入
'
袈
穀
と
釆
固
財
政
学
文
献
考

第
三
栄

二

O

に
昏
･e
夫
の
閥
家
政
務
乃
季
職
分
の
其
れ
と
常
連
せ
し
め
て
防
護
的
'
経
路
的
及
び
開
費
的
.こ
覆
せ
る
の
論
理
的
有

ら
ざ
る
を
憾
み
｡

四
つ
に
は
官
業
経
営
建
議
を
諭
す
る
に
際
L
t
親
企
業
に
は
競
等
倍
格
行
は
れ
へ
官
業
に
は
赦
倉

的
効
用
を
基
調
だ
す
る
鷹
髄
的
準
組

the
standard
.i
w

h
at
the
train
c
w
ill
bear
に
よ
り
で
飽
海
せ
ら
る
べ
き

竿
灸
的
慣
格
行
は
る
､1J
論
断
せ
る
の
非
賓
際
的
在
る
を
難
じ
｡
五
っ
に
は
租
税
を
分
顛
し
て
所
得
'
財
産
及
び
密
業

に
三
別
せ
る
㌢
不
正
確
な
-
だ
し
｡
六
つ
に
は
租
税
嘩
嫁
問
題
を
諭
ず
る
に
鷺
-
直
接
税
及
び
間
接
政
の
極
嫁
行
程

の
差
異
を
堺
別
し
て
詳
論
す
る
所
有
さ
を
遠
戚
だ
し
先
の
で
あ
る
O
併
し
な
が
ら
簾
が
へ
-
考
ふ
れ
ば
'
右
の
難
鮎

中
に
て
7g
､
今
日
多
数
財
攻
撃
者
の
見
解
が
却
っ
て
ア
ダ
ム
ス
所
論
を
渡
承
し
て
逐
弘
に
施
設
ビ
覆
れ
る
藩
の
7g
あ

り
又
允
評
者
セ
タ
グ
マ
ン
自
か
ら
の
今
日
ま
で
の
多
数
論
策
研
究
も
て
し
て
何
は
其
の
評
言
を
硯
質
し
て
自
家
の
積

極
的
見
解
を
不
し
蒸
ら
き
る
も
の
も
あ
る
の
で
あ
っ
て
.
批
評
の
容
易
-
建
設
の
難
さ
乙
･yJ
レ
･)今
吏
な
が
ら
痛
感
せ

し
め
ら
る
J
79
の
が
多
い
.3

で
'
か
か
る
内
容
上
の
批
評
か
ら
雑
覆
れ
､
今
吾
人
は
大
局
か
ら
既
の
名
著
を
観
察
す
る
rJ
だ
～
す
る
'
然
ら

ば

人
は
寧
ろ
却
つ
1て
其
れ
が
激
を
つ
陸
離
た
る
光
だ
の
感
熱
在
る
に
驚
-
で
あ
ら
う
O
私
見
す
る
所
に
擦
れ
ば
､
同
書

第

一
の
特
徴
は
其
の
論
述
の
態
度
が
高
度
に
純
理
的
論
甥
的
而
し
て
抽
象
的
在
る
瓢
で
あ
る
｡

を
が
殆
ん
曽
内
外
稔

制
に
関
す
る
鼻
酷
的
革
質
賓
例
を
拳

ポ
す
る
乙
ど
な
-
'
是
れ
ら
は
著
者
既
知
の
朗
た
る
.,(
き
登
別
接
し
て
端
的
に

自
家
信
ず
る
所
の
理
論
を
提
唱
し
強
調
せ
る
こ
と
が
即
ち
之
で
あ
り
､
而
し
て
比
の
革
質
の
存
在
こ
そ
は
其
の
畢
釣

鐘
命
を
戎
か
ら
し

ひ
る

山
所
以
在
-
ご
恩
ふ
Q
次
S
で
普
年
英
米
尊
者
が
左
顧
右
附
し
て
決
せ
ぎ
り
し
租
税
政
策
上

の
板
本
義
を
ば
氏
が
敢
然
だ
し
て
赦
禽
政
策
的
革
質
に
う
ち
建
て
た
所
に
'
第
二
の
特
徴
が
見
え
る
O
か
の
純
財
政



的
租
税
主
義
よ
り
赦
骨
政
策
的
租
税
乃
至
財
政
主
義
を
峻
別
L
t
凡
を
後
者
を
し
て
挽
近
税
政
燈
系
組
織
及
び
税
制

運
用
の
枢
軸
た
ら
し
ひ
る
べ
き
の
理
義
の
提
唱
及
び
強
調
が
ま
と
し
て
ア
ド
ル

フ
･
ワ
グ
ナ
ー
か
ら
凍
た
も
の
た
る

こ
ぞ
は

7
鮎
の
疑
払
な
き
所
で
は
あ
る
が
t
Gq̂

此
の
理
義
を
純
粋
に
米
観
の
経
絡
的
環
境
の
下
に
米
国
的
精
紳
も
て

力
説
し
故
吹
せ
る
も
の
は
ア
ダ
ム
ス
を
も
て
健
輿
だ
す
る
｡
観
家
の
経
済
的
活
動
の
是
否
範
園
に
陶
す
る
氏
の
立
場

を
解
し
て
セ
C2
グ
マ
ン
が
曾
っ
て

｢
自
由
放
任
主
義
だ
配
合
主
義
と
の
中
間
に
あ
り
｣

.こ
許
せ
る
斯
か
る
信
念
が
.

同
書
を
特
徴
付
-
る
の
第
三
で
あ
る
o
氏
は
勿
論
マ

ル

キ
ジ
ス
ト
で
は
覆
い
'
だ
か
ら
唯
物
史
観
を
倍
せ
ず
革
命
を

蕊
-
む
p
が
'
赦
食
的
分
配
の
不
雷
不
正
の
匡
正
を
79
つ
て
箇
々
人
の
.完
成
襟
っ
て
赴
倉
的
生
活
の
進
展
に
封
す
る

必
須
の
億
件
}J
L
t
之
が
最
有
力
の
手
段
だ
し
て
観
家
自
か
ら
の
綬
紛
活
動
の
漸
次
的
按
鋲
を
望
み
且
つ
赦
曾
政
策

的
租
税
主
義
の
み
覆
ら
ず
同
政
策
的
財
政
ま
杓
を
渇
望
し
て
巳
ま
な
か
っ
た
の
で
あ
る
｡
次
い
で
凍
た
る
第
四
の
特

徴
は
右
の
延
長
だ
看
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
り
'
即
ち
民
が
粗
稔
運
用
論
に
説
き
進
め
る
や
'
租
税
を
鹿
骨
生
活
上
の

人
名
的
乃
至
理
想
主
義
的
淘
汰
の

1
手
段
な
-
ビ
看
徹
せ
る
rJ
E
で
あ
る
.
即
ち
之
を
道
徳
的
に
赦
脅
政
策
的
に
及

び
怒
瞭
政
策
的
に
詳
論
熟
耕
せ
る
乙
亡
で
あ
る
｡

最
後
に
而
し
て
第
五
の
暦
数
は
税
制
上
所
得
税
を
中
心
だ
す
る
(,(

-
且
つ
不
労
所
得
に
封
し
て
は
特
に
鋭
さ
累
進
的
課
税
の
妥
昏
且
つ
必
要
在
る
こ
と
を
主
張
せ
る
所
に
横
は
つ
て
ゐ

る
0
郎
ち
か
の
殆
ん
曽
所
得
額
在
る
髄
系
を
敏
け
る
瞥
年
の
米
国
に
於

い
て

l
腹
に
街
は
れ
し

一
般
財
産
稔
を
不
令

理
在
か
ざ
し
夙
に
財
産
的
所
得
及
eS
動
静
的
所
得
を
街
別
し
て
の
所
得
税
制
の
要
を
力
説
す
る
だ
共
に
'
殊
に
不
努

所
得
に
封
し
て
は
累
進
課
税
率
を
鎗
か
ら
し
む
べ
き
こ
W
を
主
張
せ
る
7P
の
之
で
あ
る
｡
而
し
て
之
を
支
持
す
',(
き

理
論
だ
し
て
は
卒
等
犠
牲
説
を
非
在
わ
と
し
て
負
轄
能
力

abiiity
ど
p
,dy
を

高
揚
せ
る
の
で
あ
つ
た
が
'
之
が
純

第
三
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四
懸
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五
吾

研

究

H
,
C･A
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の
鳥
人
'
業
放
き
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国
財
政
撃
文
献
考

第
三
蚊

〓

t
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第
三
十
四
巻

(E
I五
六
)

研

究

H
,

C･Ad
a

m
s
の
鳥
人
p
業
鼓
と
米
蜘
財
政
聾
文
献
考

第
三
求

二

二

理
的
基
礎
付
け
だ
し
て
も
唯
だ
亀
蒼
能
力
説
た
る
を
も
っ
て
足
れ
h
E
L
主
だ
し
て

J
･
B
･
C
tark
の
琴
的
努
力
に

ょ
4
督
時
漸
-
米
閲
寧
界
に
楓
旦
i
ろ
叫d
ん
だ
し
允
る
達
観
派
心
理
浜
の

1
産
婆
論
た
る
限
界
致
用
学
説
に
ま
で
翻

っ
て
授
弘
を
求
む
を
要
せ
ず
だ
属
せ
る
も
の
之
で
あ
る
｡

以
上
を
以
っ
て
如
何
在
る
地
位
を
'
吾
が
ァ
ダ
ム
ス
の
主
著
来
し
て
克
-
兼
閥
財
政
拳
界
に
占
ひ
る
や
の
沿
息
を

暗
示
し
得
た
り
だ
倍
ず
る
の
で
あ
る
が
'
論
者
或
弘
は
斯
-
難
せ
ら
る
る
な
き
を
保
し
難
S,'
即
ち
筆
者
の
掲
げ
饗

移

る
叙
上
玉
束
の
特
色
在
る
も
の
は
唯
だ

山
言
も
て
換
言
す
れ
ば
選
が
敢
禽
政
策
的
主
張
を
該
主
著
の
基
調
た
ら
し

め
た
宝
器
ふ
の

Jf
W約
7g
i,J
.
解
明
し
得
る
に
あ
ら
や
や
'
何
ぞ
'
説
を
繋
げ
-
す
る
の
甚
し
き
や
g
o
此
の
種
の
説

若
し
提
唱
せ
ら
る
J
乙
と
あ
ら
ば
筆
者
は
只
管
ら
に
野
現
し
て
正
T7U
に
怨
か
う
ど
は
答
ふ
る
の
外
は
覆
い
O

然
か
も

斯
-
知
っ
て
之
を
試
み
た
る
所
以
の
も
の
は
何
ぞ
や
t
EI-
聾
者
が
経
凍
再
三
の
機
骨
に
於
い
て
繰
-
か
へ
し
諭
せ

る
が
如
-
'
夫
の
宗
教
的
熟
狂
的
而
し
て
盲
目
的
在
る
棟
近
赦
骨
童
養
生
出
潮
の
暮
進
を
阻
止
す
る
ビ
共
に
此
の
草

食
熟
を
進
化
の
エ
ネ
ル

ギ

ー
に
担
任
せ
し
め
以
っ
て
我
が
融
倉
的
鮭
輪
的
文
化
の
進
展
を
期
す
る
べ
き
に
は
'
中
よ

ヽ

り
す
る
企
業
大
経
費
化
合
理
化
に
よ
る
の
経
済
.
下
よ
-
す
る
の
努
働
蓮
勘
の
組
織
的
利
率
的
協
調
的
主
張
及
び
輿

論
の
成
嬰
に
加
ふ
る
に
'
止
よ
-
す
る
の
敵
禽
政
策
殊
に
租
税
改
発
を
中
枢
だ
す
る
赦
倉
政
策
の
カ
に
侯
た
ぎ
る
J,(

か
ら
す

だ
す
る
の
申
素
の
所
思
所
信
を
強
調
す
べ
Gn
,
i
掩
愈
た
ら
し
吟
ん
}J
す
る
除
情
か
ら
79
'
故
さ
ら
に
既
の
長

が
級
義
を
敢

へ
で
し
た
寧

l-壷

直
に
答

へ
食
い
｡
:T
而
し
て
吾
れ
ら
の
私
有
財
産
に
封
す
る
観
念

1
-
賓
は
誇
る
･,(

き
本
邦
家
族
制
度
に
関
す
る
慣
習
倦
続
等
か
ら
も
樽
蒸
し
て
ゐ
る
の
で
あ
ら
う
所
の
1-

-
の
甚
し
-
敏
威
在
る
革
質

乙
を
は
'
わ
が
赴
督
改
造
1
-
否
在
経
絡
陶
係
の
離
合
改
造
す
ら
79
の
-
1
の
初

l
歩
寄
り
だ
79
'
之
を
若
干
徹
底



せ
し
ひ
る
べ
-
'
大
い
に
租
税
政
策
等
に
ょ
る
固
標
の
費
動
に
戯
ら
ぎ
o
可
ら
き
る
を
威
せ
し
め
ら
る
J
も
の
痘

時

甚
だ
砂
在
し
だ
せ
沿
｡
で
'
此
の
意
奴
に
於
い
て
租
税
政
策
に
よ
る
鹿
骨
政
策
の
徹
底
的
賓
魔
の
必
要
n
は
'
本
邦

に
あ
h
て
は
藷
西
欧
諸
国
殊
に
米
閲
覆
せ
に
比
較
し
て

一
暦
大
且
つ
急
在
る
も
の
あ
る
乙
亡
を
信
や
る
の
で
あ
る
｡

之
を
要
す
る
に
'
米
国
財
政
挙
上
に
於
け
る

H
enry
CarterA
d
a
m
s
は
'
翠
に
文
戯
史
的
に
生
-
る
に
止
普
ら

す
'
現
に
生
き
て
吾
人
を
指
導
し
今
後
侍
は
久
し
-
吾
人
の
行
-
手
を
照
ら
す
大
い
在
る
法
燈
の
1
つ
で
あ
っ
て
'

之
が
根
本
理
由
に
至
っ
て
は
其
の
革
的
中
心
思
想
'
操
守
及
び
主
義
確
乎
だ
し
て
拓
が
す
'
骨
っ
て
欧
洲
に
畢
べ
ら

し
も
其
の
立
論
常
に
深
-
自
親
政
骨
及
び
程
鰭
の
要
求
に
徹
し
て
創
設
的
精
進
業
績
の
顕
著
在
る
も
の
あ

る

に
因

る
｡
来
観
に
於
け
る

7
般
財
政
挙
上
に
占
ひ
る
同
書
の
地
位
が
'
他
日
著
し
動
揺
す
る
乙
.ど
あ
ら
ば
'
筆
者
は
思
ふ

を
は
ア
ダ
ム
ス
向
か
ら
の
盟
友
而
し

て同
園
現
財
政
拳
界
の
最
大
権
威
セ
リ
グ
マ
ン
教
授
が
久
し
-
盈
碍
書
界
に
期

待
せ
ら
れ
且
つ
約
束
す
る
所
あ
ら
し
系
統
的
在
る
窟

攻
撃
』
を
各
刊
す
る
の
B=-に
於
い
て
で
あ
ら
ね
ば
在
ら
取
だ
｡

蓋
し
ァ
ダ
ム
ス
は
'
之
を
喝
備
米
に
し
一㌦
去
ふ
在
ら
ば
t
E
h
eb
erg
J
訂

e
}

は
た

P
leh
n
に
比
較
せ
ら
る
ぺ
d
TJに
は

ノ

あ
ら
や
し
て
'
賞
に

A
aotph
W
ag
t]er,
L
eroy
･B
eautieu,
又
は

S
etigm
an
に
比
倫
せ
ら
る
べ
き
の
互
基
た
る

か
ら
で
あ
る
｡
而
し
て
特
に
此
の
言
を
属
す
所
以
の
も
の
は
'
ブ
レ
イ

ン

の
著
作
が
其
O
/良
敦
科
書
た
る
の
故
え
も

て
如
何
に
江
潮
に
迎
へ
ら
れ
や
う
ど
も
其
れ
も
て
此
の
発
雷
が
掻
き
滑
さ
る
J
に
は
ア
ダ
ム
ス
展
開
し
凍
れ
る
主
義

理
想
及
び
拳
的
良
心
の
塵
光
は
鎗
ま
D
に
偉
大
在
る
こ
と
を
暗
示
せ
ん
だ
す
る
が
璃
妙
で
あ
る
｡
筆
者
は
鷺
娘
三
一日

ふ
'
ブ
レ

イ
ン
の

『
綱
領
』
を
以
っ
て
し
て
若
し
ア
ダ
ム
ス

『
財
攻
撃
』
が
犀
換
せ
ら
る
J
な
ら
ば
t
か
の
燭
逸
切

っ
て
の
良
致
新
書
だ
し
て
像

へ
ら
る
ヽ
而
し
て
莱
版
重
刷
毎
に
装
弘
を
新
た
に
し
き
た
る
E
h
eb
erg
.
F
in
a
n
z
w

issn･

警

手
四
巷

(四
五
七
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第
三
十
凶
馨

(
四
五
八
)

研

究

H
.C
,A

d
am
s
の
楚
人
､
第
枚
と
光
固
財
政
撃
.b
(叡
尊

第
三
求

二

E
Z

BC
h
a
ft.

Le
ip
z
ig

t
｡
苧

t
G
,

a
n
d

1
7
.
A
u
a

は
或
弘
は
夙
-
に
･
同
国
財
改
革
壇
の
互
匠
が

1
代
の
心
血
を
瀕

げ

,&
L

W

a
g
n
e
r.
L
ehr-
u
u
d
H

andbuchd
e
r

potitischen
O
ekonom
ie･
4
,
H
a
u
p
ta
b
te
ilu

ng.F
in
a
n
Z
W

i
8
S

enSChaft

t･
Te
il
u･Band-
5･Teil
u
･
B
and,
の
大
著
作
を
ば
僅
か
に
専
門
的
淘
書
館
の

一
隅
を
飾
る
の

1
古
典
詑
ら
し
め

了
つ
た
で
も
あ
ら
う

0
両
か
79
拳
の
賓
際
に
於
S
て
然
ら
ざ
る
は
改
め
等
言
ふ
ま
で
も
在
5,.
此
の
童
塊
に
於
S
て

筆
者
は
'
教
晴
代
を
握
る
も
熊
-
倒
る
1
rJ
だ
宣
き
此
の
金
字
塔
を
築
き
あ
げ
光
る
ア
ダ
ム
ス
名
著
作
を

永
-
貴
ぼ

う
}J
思
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